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必
要
な
保
育
の
確
保
の
た
め
の

緊
急
声
明
を
発
表
し
ま
し
た

　

二
〇
二
〇
年
五
月
一
日
、
全
国
学
童

保
育
連
絡
協
議
会
（
以
下
、
全
国
連

協
）
は
、
「
学
童
保
育
に
お
け
る
『
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
』
感
染
症
拡
大
防

止
お
よ
び
必
要
な
保
育
の
確
保
の
た
め

の
緊
急
声
明
」
を
発
表
し
ま
し
た
（
本

誌
七
五
ペ
ー
ジ
に
全
文
を
掲
載
）
。

　

国
は
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」

感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に
、

二
〇
二
〇
年
二
月
末
に
各
自
治
体
に

対
し
て
「
学
校
の
臨
時
休
業
」
を
要
請

し
、
四
月
七
日
に
は
緊
急
事
態
宣
言
を

発
令
し
ま
し
た
。
学
童
保
育
に
つ
い
て

は
、
学
校
が
「
臨
時
休
業
」
の
場
合
も

「
原
則
開
所
」
と
の
考
え
が
厚
生
労
働

省
か
ら
示
さ
れ
、
三
月
か
ら
こ
れ
ま
で

の
間
、
多
く
の
地
域
が
午
前
中
か
ら
開

所
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

五
月
四
日
に
緊
急
事
態
宣
言
が
延
長

さ
れ
た
こ
と
に
と
も
な
い
、
学
童
保
育

で
は
、
想
定
外
の
「
非
日
常
」
の
一
日

保
育
が
三
か
月
に
も
わ
た
っ
て
つ
づ
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
（
こ
れ
は
、
あ
ら

か
じ
め
計
画
を
立
て
た
り
準
備
し
た
り

で
き
る
夏
休
み
期
間
を
、
は
る
か
に
超

え
て
い
ま
す
）
。

　

全
国
連
協
は
、
学
童
保
育
現
場
の
現

状
を
ふ
ま
え
て
、
緊
急
事
態
宣
言
の
延

長
を
前
に
、
現
状
を
一
刻
も
早
く
改
善

し
、
学
童
保
育
を
必
要
と
す
る
保
護
者

と
子
ど
も
、
指
導
員
を
守
り
、
学
童
保

育
事
業
の
安
定
し
た
維
持
を
図
る
た
め

に
必
要
な
手
立
て
を
求
め
る
緊
急
声
明

を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

こ
の
緊
急
声
明
は
、
厚
生
労
働
省
内

に
あ
る
厚
生
労
働
記
者
会
（
新
聞
社

一
二
社
、
通
信
社
二
社
、
テ
レ
ビ
局
六

局
が
常
勤
社
）
に
て
資
料
配
布
し
た
ほ

か
、
在
京
の
民
放
ラ
ジ
オ
局
四
局
に
送

付
し
た
と
こ
ろ
、
一
局
で
電
話
に
よ
る

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

厚
生
労
働
大
臣
に
緊
急
申
し
入

れ
を
行
い
ま
し
た

　

全
国
連
協
で
は
、
地
域
連
絡
協
議
会

の
協
力
を
得
て
、
各
地
域
の
現
状
と
要

望
を
厚
生
労
働
省
に
届
け
て
い
ま
す
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
感
染
症
に

関
わ
る
学
童
保
育
へ
の
補
助
金
は
当

初
、
「
午
前
中
か
ら
開
所
す
る
た
め
の

経
費
一
万
二
〇
〇
円
」
で
し
た
が
、
そ

の
後
、
「
人
材
確
保
に
必
要
な
費
用

二
万
円
」
が
追
加
さ
れ
、
三
万
二
〇
〇

円
と
約
三
倍
に
増
額
さ
れ
ま
し
た
。
学

童
保
育
関
係
者
の
要
望
を
連
絡
協
議
会

が
組
織
的
に
集
約
し
、
届
け
た
こ
と
も

あ
っ
て
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　

五
月
一
八
日
に
は
、
厚
生
労
働
大
臣

宛
て
に
三
回
目
と
な
る
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
の
た
め
の
学
校

の
臨
時
休
業
に
関
連
し
て
の
学
童
保
育

の
対
応
に
つ
い
て
の
緊
急
申
入
書
」
を

提
出
し
、
内
閣
府
子
ど
も
・
子
育
て
本

部
、
各
政
党
、
「
自
由
民
主
党
学
童
保

育
（
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
）
推
進
議
員

の
会
」
役
員
、
「
公
的
責
任
に
お
け
る

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
学
童
保
育
）
の

抜
本
的
拡
充
を
目
指
す
議
員
連
盟
」
役

員
に
も
届
け
ま
し
た
。
要
望
内
容
は
、

つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

① 

学
童
保
育
に
お
け
る
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
」
感
染
症
拡
大
防
止
対
策

に
つ
い
て
、
国
や
実
施
主
体
で
あ
る
市

区
町
村
の
責
任
を
明
確
に
し
、
確
実
か

つ
速
や
か
に
実
施
す
る
こ
と
。

② 

新
年
度
に
入
っ
て
か
ら
の
追
加
の

財
政
措
置
を
、
学
童
保
育
を
実
施
し
て

い
る
す
べ
て
の
市
区
町
村
が
申
請
す

る
よ
う
に
、
さ
ら
な
る
周
知
徹
底
を
す

る
こ
と
。
利
用
し
て
い
る
す
べ
て
の
保

護
者
、
す
べ
て
の
事
業
者
の
負
担
と
な

ら
な
い
た
め
に
、
追
加
で
生
じ
る
運
営

費
、
人
件
費
は
国
庫
負
担
割
合
を
一
〇

分
の
一
〇
と
し
て
補
助
す
る
こ
と
。

③ 

学
童
保
育
で
の
感
染
リ
ス
ク
を
軽

協
議
会
だ
よ
り



72日本の学童ほいく 2020年 7月号

減
し
、
保
育
を
確
実
に
継
続
し
て
行
う

た
め
に
、
国
や
自
治
体
は
適
切
な
感

染
防
止
対
策
を
と
る
こ
と
。
二
〇
二
〇

年
度
に
予
算
化
さ
れ
た
「
感
染
拡
大
防

止
対
策
に
係
る
支
援
」
を
、
学
童
保
育

を
実
施
し
て
い
る
す
べ
て
の
市
区
町
村

が
申
請
す
る
よ
う
に
、
さ
ら
な
る
周
知

徹
底
を
す
る
こ
と
。
「
令
和
元
年
度
の

対
象
経
費
の
実
支
出
額
と
の
合
計
」
と

な
っ
て
い
る
補
助
基
準
額
を
、
「
一
度

き
り
五
〇
万
円
」
の
財
政
支
援
で
は
な

く
、
継
続
的
に
お
こ
な
え
る
よ
う
補
助

金
を
創
設
す
る
こ
と
。

④ 

必
要
物
品
（
消
毒
液
、
マ
ス
ク
、

ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
等
）
を
支
給
し
、
保

健
所
等
の
行
政
の
公
衆
衛
生
部
門
に
お

い
て
学
童
保
育
の
相
談
に
即
応
し
、
支

援
す
る
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
。

⑤ 

保
育
料
（
利
用
料
）
の
返
却
に
つ

い
て
、
一
日
・
一
人
あ
た
り
の
補
助
基

準
額
が
上
限
五
〇
〇
円
で
は
不
足
す
る

と
こ
ろ
も
あ
る
。
上
限
額
に
つ
い
て
早

急
に
増
額
す
る
こ
と
。

⑥ 

小
学
校
の
臨
時
休
業
等
に
よ
り
、

指
導
員
の
勤
務
時
間
が
長
く
な
り
、
一

時
的
に
年
収
が
一
三
〇
万
円
以
上
と

な
っ
た
場
合
に
も
、
健
康
保
険
と
同
様

の
措
置
を
所
得
税
上
も
適
用
し
、
保
育

の
継
続
性
を
担
保
で
き
る
よ
う
な
方
策

を
講
じ
る
こ
と
。

⑦ 

国
お
よ
び
自
治
体
は
、
利
用
す
る

保
護
者
等
の
在
宅
勤
務
や
出
勤
調
整
を

よ
り
い
っ
そ
う
推
進
す
る
よ
う
事
業
者

な
ど
に
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
そ
の

た
め
の
保
障
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
。

⑧ 

学
童
保
育
で
子
ど
も
た
ち
が
安
全

に
過
ご
す
環
境
を
整
え
る
た
め
に
、
地

域
や
学
校
な
ど
の
理
解
と
協
力
が
得
ら

れ
る
よ
う
、
国
や
自
治
体
と
し
て
、
具

体
的
な
方
策
を
図
る
こ
と
。

⑨ 

子
ど
も
や
そ
の
家
族
、
職
員
や
そ

の
家
族
が
体
調
不
良
と
な
り
、
感
染
が

考
え
ら
れ
る
場
合
は
、
感
染
拡
大
を
想

定
し
、
当
事
者
及
び
濃
厚
接
触
者
の
検

査
を
速
や
か
に
実
施
す
る
こ
と
。

⑩ 

市
区
町
村
は
、
子
ど
も
や
職
員
の

感
染
が
判
明
し
た
学
童
保
育
で
、
関
係

者
に
対
し
て
適
切
な
情
報
開
示
を
行

い
、
子
ど
も
、
保
護
者
、
職
員
、
運
営

者
が
風
評
被
害
に
さ
ら
さ
れ
な
い
よ
う

な
手
段
を
講
じ
る
こ
と
。

⑪ 

市
区
町
村
は
、
事
前
に
地
域
の
感

染
拡
大
を
想
定
し
、
学
童
保
育
の
規
模

の
縮
小
や
臨
時
休
業
を
含
め
た
対
応
策

を
講
じ
る
よ
う
、
国
か
ら
周
知
徹
底
す

る
こ
と
。
市
区
町
村
が
臨
時
休
業
を
検

討
す
る
場
合
で
も
、
仕
事
や
家
庭
の
状

況
に
よ
り
保
育
を
必
要
と
す
る
子
ど
も

の
居
場
所
を
確
保
す
る
よ
う
、
国
か
ら

周
知
徹
底
す
る
こ
と
。

⑫
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
感
染
症

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
新
年
度
以
降

の
学
童
保
育
の
規
模
の
縮
小
や
臨
時

休
業
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
、

ま
た
、
緊
急
事
態
宣
言
以
前
に
保
護
者

の
判
断
で
利
用
を
自
粛
し
た
場
合
、
加

え
て
、
今
後
起
こ
り
得
る
保
護
者
の
失

業
・
退
職
に
よ
る
児
童
数
減
に
あ
た
っ

て
も
、
学
童
保
育
の
運
営
に
支
障
を
き

た
さ
ず
継
続
で
き
る
よ
う
、
年
度
当
初

の
在
籍
人
数
に
も
と
づ
く
財
政
補
償
を

創
設
す
る
こ
と
。

⑬ 

国
お
よ
び
自
治
体
は
、
上
記
の
対

応
と
こ
れ
ら
に
伴
う
財
政
支
援
と
を
一

体
の
も
の
と
し
て
速
や
か
に
取
り
組
む

こ
と
。＊　

　
　
　

＊　
　
　
　

＊

　

こ
の
間
、
全
国
各
地
の
学
童
保
育
で

は
、
企
業
や
商
店
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
市
民
団

体
な
ど
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
受
け

る
こ
と
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

福
岡
県
北
九
州
市
で
は
、
市
連
協
の
要

望
も
あ
っ
て
、
指
導
員
に
市
独
自
の
特

別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
が
実
現

し
ま
し
た
。
山
形
県
山
形
市
、
栃
木
県

足
利
市
で
も
、
奨
励
金
・
支
援
金
が
支

給
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
期
化
が
予
想
さ
れ
る
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
」
感
染
症
に
関
わ
る
対
応

に
つ
い
て
、
一
人
ひ
と
り
の
保
護
者
・

指
導
員
の
声
を
保
護
者
会
や
指
導
員
組

織
に
集
め
、
連
絡
協
議
会
を
通
じ
て
情

報
交
換
や
交
流
・
連
絡
を
図
り
、
共
に

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。


